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１．要望書の検討に関する委員会での目標

北陸新幹線敦賀駅の要望書
（出典：敦賀市HP）

・駅舎デザインコンセプトに関する要望書について既存新幹線の事例をみると、駅舎デザインコンセプト、
駅舎デザインコンセプトの説明文書、駅舎デザインコンセプトの附帯意見が書かれているケースが大半。

・今年度の委員会では、昨年度決定した駅舎デザインコンセプトをベースに、駅舎デザインコンセプトの
説明文書と駅舎デザインコンセプトの附帯意見の内容を検討・決定する。



２．今年度の検討内容・スケジュール
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・駅舎デザインコンセプトに関する要望書の検討は、以下のスケジュールで行う。

第３回委員会（本日）

〇駅舎デザインコンセプトの説明文書（素案）の検討

★今回の会議で、説明文書（素案）の記載内容について意見を頂きたい。

第４回委員会（９月開催予定）

〇駅舎デザインコンセプトの説明文書（案）の検討

〇駅舎デザインコンセプトの附帯意見（素案）の検討

☆事務局から提示する附帯意見（案）をたたき台として、要望書への記載内容を

 議論する。

第５回委員会（１１月開催予定）

〇駅舎デザインコンセプトの附帯意見（案）の検討・決定

〇都市施設の検討結果の反映イメージを共有

今年度中に、鉄道・運輸機構へ要望書を提出
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３．駅舎デザインコンセプトの説明文書（案）について

羊蹄の四季の恵み 
～ふるさとと世界が出会う駅～

■駅舎デザインコンセプト ⇒令和２年度に決定

■要望書に掲載する駅舎デザインコンセプトの説明文（素案）

羊蹄山は、豊かな自然に恵まれた羊蹄山麓地域の象徴であり、住民の心の拠り所ともいえる存在
です。「羊蹄の四季の恵み」という言葉には、新たな駅舎づくりにあたって、四季ごとに豊かな
表情を持つ自然と調和するような駅づくりを目指したいという願いを込めています。
さらに、先人達が築き上げてきたこの地域特有の風土を「ふるさと」という言葉で、新幹線を利
用して世界中から訪れる来訪客を「世界」という言葉でそれぞれ表現し、地域住民と来訪客の交
わりによって新たな賑わいの拠点を生み出していきたいという願いを「ふるさとと世界が出会う
駅」という言葉で表現しました。

（出典：倶知安町HP,倶知安町観光地マスタープラン）
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４．要望書の構成案について

P.１ 前書き

P.２ 駅舎デザインコンセプト（＋説明文書含む）

P.３ 駅舎デザインコンセプトの附帯意見（駅舎に関する意見）

   ※附帯意見は、イメージが伝わるよう、文書＋写真で記載する。

P.４ 駅舎デザインコンセプトの附帯意見（都市施設に関する意見）
   ※附帯意見は、イメージが伝わるよう、文書＋写真で記載する。

   ※倶知安駅は、都市施設が駅舎デザインの一部となるので、都市施設に関する附帯意見も記載する。

P.５ （参考資料）都市施設に導入する機能とその規模及び配置

   ※本委員会で議論する都市施設に関する検討結果を参考資料として掲載する。

・要望書の構成案を以下に示す。なお、ページ数は暫定であるため、内容に応じて変更する。

表紙


